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小野先生の仕事 と 「雑談」

松 野 周 治

小野先生が経済学部長を終え,1年 間のイギ リス留学 か ら帰 ってこられた1976年,大.

学院博十 課程 に進んでいた私は,先 生の指導 の下で 「大上末広 の略歴 と著作 目録につい

て」(本誌 第119巻,1977年)の 作成作 業に従事す ることにな った。学 部ゼ ミナール以来

すで に5年 以 上にわ たって接 していたわけで あ るが,研 究作品を仕上げ る際 は,日 ごろ

の気 さ くでや さ しい先生で はなか った。「松野 君,こ の論文はOQ巻 ○○号 となってい

るが,本 当にそ うだろうか。発行 月 と号数が一致 しない場合 などもあ るよ。」私 は現物

を もう一度チェ ックし,製 本された雑誌の裏表紙 を押 し開け,「巻」で はな く 「年」 で

あること,号 数 もず れてい るこ となどを発見す ることがで きた。先生は関係 者に手 紙を

書 き,面 談を して事実 を確 かめ,「 略歴 と著作 目録」は出来上が った。修士論文 を書 ぎ

上げ一息ついていた私は,ど のよ うな場 合で あれ研究 にたい して持 たなけれ ばならない

厳格さ と可能 な限 りの徹底性に接 し,自 らの姿勢 を正す こととな った。

先生 は,国 際経済学が対象 としなければならない ヒ ト,モ ノ,カ ネの国家 を越え る移

動のす べてについて取 り組み,人 口 ・移民問題,貿 易,資 本輸 出,国 際金融 と貨幣問題,

それぞれにつ いて理論 と政策,歴 史 と現状の研究 を深めた。その際,分 析 と研究の対象

として置かれ ていたのは,格 差 が存在 し,支 配従属関係 が錯綜 する歴史具体的な世界経

済で あった。 「国際経 済を研 究 す る入間 はナ ショナ ルな現 実に敏感 で なけれ ば な らな

い。」こ うい う意 味の言葉を先 生か ら何回か聞いた ように思 う。 こう した姿勢 を私 たち

は,M.ド ッブ,H.ミ ン トをは じめ とす る後進 国開発 理論 と南北問題 の研 究 〔「後進 国

の経 済発展 と経 済機構』1956年,『 南北問題入 門』1979年,『 南北 問題 の経 済学11981

年),戦 前 戦後の 日本資本主義研 究その他,先 生 のあ らゆ る研究 の背後 に見る ことがで

きるように思われ る。

国際経済学 の立場か らの戦前 日本帝 国主義並 びに戦後 日本資 本主義分析 について,先

生は数 多 くの論稿 を私たち に残 して くれ た。

日本の貿易 につ いて先生 は,『 日本資 本主義 講座』 第5巻(1953年),「 講座 ・日本資
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本主義発達史論』第2巻(1968年),『 新 マルクス主義経済学講座』 第5巻(1976年)な

どに収録 され た諸論文 において全体 的構造 を,ま た,鉄 鋼業(.本 誌第73巻,1954年)や

紡績業 〔r目印綿 業交渉史jl960年 〉 との関わ りで論 じる とともに,関 税 問題 その他 を

不経 済評論」等 の雑誌で扱 っている。 さらに,今 日なお 日本貿 易史の通 史としての地位

を占めてい る松井滝縞 「近代 日本貿易史」全3巻(1959-63年)の 刊行 に も深 く関わ っ

ている。資本輸出 ・対外投資 につい ては,「経 済学講座』 第3巻(1954年),r金 融論 講

座」 第4巻(1965年 〉,『マル クス経済学体系』第3巻(1966年),松 井清編 『資 本の 自

由化』(1970年)収 録の諸論文な どにおいて,資 本輸 出の動 因をは じめ とす る理論研究

と,日 本の対外投資 の実証分析 が展開されている。

国際経済を構 成す る重要 な要素 にもかかわ らず,分 析が十分になされていなか った人

口 ・.移民 問題 につい て も,戦 後 の実態 調杳 と ともに(rブ ラジ ル移民 実態調 査報告』

1955年),戦 前の歴史分析 を行 なってい る(同 報 告所収 「日本 の移民問題」,『国際移住』

第1号,1958年)。 そ して,R本 の移民 を取 り巻 く厳 しい国際経済環境や,世 界史上例

を見 ない 「総引揚 げ」 を生 み出さざるを得なか った背景 など,移 民現象 に表われた日本

経済 の特殊性 を明 らか に してい る.な お,r.南 北問題入門』 に収め られ た 「発展途上 国

と人口問題」において,戦 後 の世 界の人口問題 と関連す る理論問題が検討されている。

しか し,小 野先生が もっと も多 くの論稿を残 して くだ さったの は,日 本の貨 幣金融制

度 の国際 的連関 と,そ れ を背景 に展 開された諸政策 の本 質の理解 につい てであ る。 リ

カー ドや銀行学派 の貨 幣信用 論の検討(本 誌第70,72巻,1952,53年),国 際金本位制

か らIMF体 制 の成立 までの国際通 貨金融 制度 に関す る論理歴史分析(「 講座信用理論

体系』 第3巻,1956年)な どを背景に して,幕 末開港 に伴 うメキ シコ ドル流入か ら戦後

の沖縄の通貨切 替えにいた るまで,日 本の貨 幣金融問題 と制度改革が国際経済学 の立場

か ら検討されている。

資本主義世界市場への包摂が もた らした 日本へ のメキシコ ドル(洋 銀)の 流 入はいか

な る事態 を生みだ し,幕 府 の対応(幣 制改革)ぱ どのよ うな性格 を持 っていたのか(本

誌 第81巻,1958年),明 治 新政権 の対応 と銀 本位制の最終的確 立は、東 アジアのメキシ

コ ドル体制の中で展開 されつつあった 「国際的通貨闘争 ≡角逐」 の中で どのよ うな意 味

を持 っていたのか(本 誌第83巻 お よび 『近代 日本貿易 史」 第1巻.1959年 〉,資 本主義

形成期の 日本の幣制を規定 したメキシコ ドル体制はなぜ終 焉を迎 えたのか 〔本誌第89,

90巻,1962年,『 京都大学経済学部創立40周 年記念経 済学論集』1959年)。 こうした諸点
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が検討 された上で,日 本 の金本位制成立過程が,政 策決定 に至 る審議過程や,当 局者の ・

諸構想 に関す る内部資 料の丹念 な検討 などを踏 まえ,論 じられ る(本 誌第92,94巻,

1963,64年)。 これ らの論稿 を通 じて,幕 末開港以降金本位制成立 までの 日本 の貨 幣制

度の変遷 を規定 した国際条件 と,一 面ではそれに規定 され なが らも,他 面 ではそれを利

用 して 自らの経済発展 と勢力拡張を図 りた日本 の政策が明 らかにされている。一連 の過

程 は,従 属か ら自立へ と単純化 で きる もので はなく,金 本位 制成立 右含め,そ れ ぞれの

歴 史段 階に規定 された両側面をあわせ持つ ものであ った。

日本の金 本位制 についてはその他 に,金 解禁 に関連 して,日 銀の政策の検討(本 誌第

71巻,1953年)と,野 呂栄太郎の所説 の検 討を通 じた動 因分 析が行われてい る(「近代

日本貿易 史」 第3巻,1963年)。 また,第 一次世界大戦後 に金輸 出禁止が継続 された理

由が,対 中国投資政策 とのかかわ りで論 じられ てい る(本 誌 第98巻,1966年)。

日本の貨 幣制度 の国際的連関 についての先生の研究は,戦 前だけを対象 に した もので

はない。戦後 日本経済の復興 と高度 成長 は,沖 縄 を日本の行政権か ら切 り離 し,米 軍支

配.ドに置 くことと並行 していたが,そ の過程で生 じた円の消滅 と ドルへの切 り替 えの意

味が検討 されてい る(本 誌第99,1DO,102,109巻,1967,68,72年)。 沖縄の ドル圏を

傍 らに置い た 「円」,そ うした戦後 日本資本主義の姿が浮 き彫 りになってい る。

以上 に加 えて,帝 国主義確立期の対外移民政策(『 世界経済 と帝国主義』1973年),第

一次世界大戦後の対植民地政策(『 両大戦間期の アジア と日本』1979年)
,1920年 代 の対

中国政策.(「磯 間期の 日本帝 国主義』1985年)な ど,そ れぞれの時期 の国際経済環境 の

中で展開された日本 の植民政策や対外政 策が,当 局者 の政策思想や構想 を手がか りにし

て分析されている。 また,日 本資本主義 形成期 の貿易政策が,金.予 堅太郎 の構想 をつ う

じてあ きらかにされてい る(『国際流 通 とマーケテ ィング』1992年)。

小 野先生 は 「雑談」が好 きだ った。時や場所 によって店は変わったが,ゼ ミや研究会

の後 は必ず 「ち ょっ とお茶(実 際 は コー ヒーであ るこ とが多か った)を 飲 み に行 こう

か」 とい うこ とにな った。それ は私 たちに とって大 変楽 しい時 間であ り,ま た勉 強に

なった。時事問題,各 自の勉 強のこ と,旅 行の話な ど,題 材にはこ と欠か なか ったが,

どんな場.合にも次か ら次 へ と人の名前 と文献が出て きた。 とにか く.先生 は本の ことを良

く知 っていた し,知 ろ うとしてい た。 コーヒーの後は,も し時間が あれば古本屋 をのぞ

くのが,お 決 ま りの コースであ り,学 会 出張 な どの際 は,必 ず何軒 かの店 を回 った。

「どんな小 さな店 で も必 ず何 冊かは見 るべ きものが あるよ。」 こ う言 って,時 間の許す
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限 り本を見 てまわ った。

先 生の 「雑談」 は周 りの人間を元気 にさせ た。そのため私たちは特別 の用が ないとき

で も,幾 度 とな く奈良のお宅 にまで お邪魔 を した。 しか し 「雑談」 は,昨 年10月27日 に

先生 の病院 をたずねた時が最 後 となって しまった。奥様か らだいぶ調子が 良 くな った と

い うこ とを聞いて はいたが,先 生 が外 出許可 をもらい,近 くの喫茶店で話 を しょうと言

われ た時は,い つ も通 りの様子 なのです こし安心を して しまった。先生の編纂に よる貿

易史 の新 しい論文集の最終的構 成,京 都大学 区界経済研 究室 を中心 と した研究会の再発

足 についての短い話以外は,先 生が病床で読 まれていた司馬遼太郎 の話や,先 生が引 き

続 き進め られ ていた阪南大学図書館 の明治文献収集 の話な どを聞か せてい ただい た。30

分 くらいのつ もりが1時 間にな り,さ すが に見舞い にきた私 たちの方か ら,今 日はこれ

くらいで また,と いうことにな り喫茶 店を出て,病 院の門の ところでお別 れを した。

先 生か ら新 しい 「雑談」 を聞 くことは,も うで きな くな って しまったが,先 生 は私た

ちにた くさんの思い出 と文章を残 して くださった。

F


